


現在わが国の妊婦は,医療機関においてよく管理されるようになり,貧血に関しても妊娠中

に何回か検査が行われて,貧血が発見された場合には,すぐに鉄剤が投与されている。その

ため,従来貧血の妊婦に見られるような妊娠中毒症,分娩時の微弱陣痛,出血多量,胎児ない

し新生児仮死,低出生体重などは,現在では少なくなっている。これは,WHO の規定した妊婦

貧血の限界である 11.0g/dl いう考え方が徹底して,それ以下の妊婦に対しては,投薬が広

く行われるようになったことにほかならない。 

しかし,貧血妊婦がよく管理されるようになったとしても,貧血を有する妊婦の数は減少し

ていない。妊娠中に一度でも血色素値が 11.0g/dl未満になる妊婦の数は,約半数に及ぶと

いわれている。しかも貧血妊婦の中には,妊娠によって生じた貧血だけではなく,妊娠前か

ら貧血を持った者が多いことが知られており,とくに若い世代の初妊婦にこの頻度が高い

ことが最近の問題となっている。そしてそれは若年女子の栄養の偏りに大きな問題がある

ものと考えられている。 

このような見地から,年少女子の貧血の実態をもう一度見直すとともに,将来の妊娠・分

娩・育児への過程にどのような影響をもたらすか,またどのように対処すべきか,改めて考

えてみたい。 


